
空からみた筑波山（県立歴史館提供）

　

名
峰
筑
波
山
に
対
す
る
信
仰
は
、
ど
こ
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
時
代
の「
常
陸
国
風

土
記
」
や「
万
葉
集
」
で
、
筑
波
山
は「
雄お

の
神
」
、「
女め

の
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
神
の
宿
る
山
（
神
体
山
）

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
男

体
山
と
女
体
山
の
山
頂
周
辺
で
は
、
祭
り
に
用
い
ら

れ
た
奈
良
・
平
安
時
代
の
鏡
や
土
器
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
筑
波
山
の
山
中
か
ら
山
麓
に
か
け
て

は
磐い

わ
く
ら座

と
呼
ば
れ
る
巨
岩
・
奇
石
が
点
在
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
周
辺
か
ら
も
祭
り
の
土
器
が
見
つ
か
っ

て
い
て
、
磐
座
は
神
の
依よ

り
し
ろ代

（
降こ

う
り
ん臨

す
る
場
所
）
と
し

て
祭
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

本
企
画
展
は
、
筑
波
山
信
仰
と
祭さ

い

し祀
の
源
流
を
考

え
る
も
の
で
す
。
あ
わ
せ
て
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
古
代
祭

祀
や
交
通
に
も
目
を
向
け
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

の
筑
波
山
と
内う

ち
う
み海

を
舞
台
と
し
た
地
域
交
流
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
記
念
事
業

①
記
念
講
演
会「
古
代
日
本
に
お
け
る
山
と
信
仰
」

と　

き
／
11
月
７
日
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

講　

師
／
茂
木
雅
博
さ
ん（
市
立
博
物
館
館
長
）

定　

員
／
70
人（
先
着
順
。
入
館
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
）

②
企
画
展
講
座「
筑
波
山
信
仰
の
源
流
を
さ
ぐ
る
」

と　

き
／
11
月
22
日
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

講　

師
／
市
立
博
物
館
学
芸
員

　

定　

員
／
70
人（
先
着
順
。
入
館
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
）

③
現
地
見
学
会

～
筑
波
山
神
社
と
周
辺
の
遺
跡
を
め
ぐ
る
～

と　

き
／
11
月
29
日
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
／
六
所
神
社
跡
、
筑
波
山
神
社
、
女
体
山
山
頂
、

八
幡
塚
古
墳（
つ
く
ば
市
）ほ
か

定　

員
／
40
人（
先
着
順
。
11
月
４
日

か
ら
電
話
で
）

参
加
料
／
１
１
０
０
円（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
代
ほ
か
）

④
展
示
案
内
会（
入
館
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
）

　

と　

き
／
11
月
８
日

、
22
日
　

午
後
２
時
か
ら

◇
共
催
展
示「
土
浦
か
ら
筑
波
山
へ
―

大
正
・
昭
和
の
筑
波
山
登
山
と
筑
波
鉄
道
」

と　

き
／
11
月
２
日

～
15
日
　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

と
こ
ろ
／
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
土
浦
店
１
階
特
設
会
場

（
大
和
町
８
‐
12
）

※
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
絵
葉
書
、
古
写
真
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示

◇
特
別
展
覧


吉
野
大
峯
山
頂
遺
跡
出
土
品（
国
指
定
重
要
文
化
財
、

奈
良
県
吉
野
郡
、
平
安
時
代
）


大
和
三
輪
山
・
山
ノ
神
遺
跡
出
土
品（
奈
良
県
桜
井
市
、

古
墳
時
代
）

◇
展
示
構
成
と
展
示
品

Ⅰ
山
の
信
仰
と
そ
の
起
こ
り

　
　
　
　

―
大
峯
山
頂
、
三
輪
山
出
土
資
料

Ⅱ
古
代
の
筑
波
山
信
仰
と
磐
座

　
　
　
　

―
磐
座
の
遺
物
と
山
麓
の
里
宮
関
係
の
資
料

Ⅲ
古
代
の
神
ま
つ
り
と
筑
波
山
の
位
置

　
　
　
　

―
鹿
島
、
香
取
、
浮
島
の
祭
祀
遺
物
ほ
か

Ⅳ
信
仰
の
起
源
と
内
海
の
世
界　

　
　
　
　

―
つ
く
ば
市
八
幡
塚
古
墳
出
土
埴
輪
ほ
か

◇
期
　
間

　

10
月
31
日

～
12
月
13
日
（
月
曜
日
と
11
月
24
日

は
休
館
）

　
　

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
見
学
は
午
後
５
時

　
　

ま
で
）

◇
入
館
料
…
一
般
１
０
５
円
、
小
・
中
・
高
生
50
円

　
　

※
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、８
日
（
關
流
炮
術
公
開
演
武
）、

　
　
　

13
日
（
県
民
の
日
）は
無
料
開
館

問
市
立
博
物
館（

８
２
４
・
２
９
２
８
）

女体山出土の鏡
（奈良時代、筑波山神社保管）

山麓の「飯名の社
やしろ

」伝承地と本殿裏巨岩

問

1010

古代の筑波山信仰
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